
本号の特集にあたって
地震や豪雨等，昨今の激甚化する自然災害に立ち向かうべく，地盤の調査・設計・施工技術は

日々進化し続けています。

今日の地盤調査では，高精度で，広範囲に地盤の物性を把握できる新たなボーリングやサウン

ディング技術が提案・実装されています。さらに，構造物や周辺地盤の変状を迅速に把握するリ

アルタイムモニタリング技術が発達し，構造物建設後の安全性の確保に寄与しています。

構造物の設計・施工法に関しても，工事の安全性・合理性の向上，不確実性低減のシステムの

整備や，今後予想される災害に対する変形・安定照査等，現地の地盤環境に即した解析・予測方

法が開発されています。

本号では，「調査・設計・施工の最新技術全般」として，最新の地盤調査・設計・施工をする

際の特色・留意点，長所・短所や既存の手法とのギャップや統合方法，今後の課題等について広

く特集致します。

総説では，調査・設計・施工・維持管理のそれぞれの段階で，ICT 等の最新の技術を用いて

連携し，土構造物の機能や品質を保持する「全段階最適化」について詳説して頂きました。

2 編の論説では，道路土工の不確実性というキーワードの下，新しい技術・工法が陥りやすい

問題点を，既存の技術や指針をベースに詳説して頂きました。また，表層の軟弱粘性地盤，及び

宅地地盤における最新の原位置試験の特徴を，実測データを基に紹介して頂きました。

4 編の報告では，最新の地盤調査技術として，打撃貫入装置の自動記録・計測とその高精度化，

接地抵抗を利用した観測孔を必要としない地下水位の測定，SDS 試験による宅地地盤の評価手

法と調査の効率化，衛星 SAR データを活用した道路盛土の沈下・地すべりの調査・管理につい

て詳説されています。

本特集号を通じて，地盤の調査・設計・施工技術のさらなる発展への期待をお伝えできれば幸

甚です。

本特集号が皆様にとって有益なものになることを願っております。
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